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 お互いを認めあう関係づくり～「子どもの権利条約」を通して～活動名

事
後
の

活
動

展
開

導
入

終
末

板書計画例

　  子どもの権利条約一覧を参照し、各自の理解を深める。

アンケートの結果を見ながら、「お互いを認めあうクラス
づくり」について問いをもつ。

出された意見を板書で共有する。1人1台
端末を使う場合は、協働学習モード等で、
他者の意見を参考にできるようにするとよい。

匿名アンケート形式などで意見を出すことが
苦手な生徒への配慮も行う。

どの意見も間違いではないことに触れつつ
整理する。（生徒自身に整理させる。）その際、
権利に関する優先順位をつけることが目的で
はない旨を伝える。

あなたは「子どもの権利条約」について知っていますか？

知識としての「子どもの権利条約」ではなく、
自分たちの生活の中であたりまえと思ってい
ることが権利として保障されているものであ
ることを伝える。

「子どもの権利条約」という成長途中の子どもならではの
権利が保障されていることについて、生徒たちの意見を聞く。

学校生活において生徒たち自身が「周囲に迷惑をかけ
てしまったと思った経験」や「周囲との違いに戸惑った経
験」などを出し合い、何が問題だったのかクラスで意見
を出し合う。

各自、自身がどのようなクラスや人間関係を作っていきた
いか「行動宣言」をつくり、発表する。（それぞれの考えを
尊重し合うことが大切なことに、再度触れる。）

日常生活や学校生活の中での具体例をいくつか
挙げ、身近なことという認識をもてるよう意識する。

　 動画視聴

ワークシート①の内容を班で共有し合う。
「子どもの権利条約」について、何が大事なのか班で
話し合う。調べ学習も状況に応じて行う。

一人ひとりの違いを認め合うことが大切。（相互尊重）
自分の意見を出すことは大切なこと。

ワークシート①の
意見を記述

ワークシート②の
内容を記述

「あたりまえ」と思っていた
安心・安全な暮らしができる
ことが、権利があるという
ことなんだ！

世界には権利が守られてい
ない同世代の子どもがいる。

自分の意見を表すことは
「権利」だから、ちゃんと
耳を傾けることが大事。

お互いの権利を守りながら
生活することが大切なんだ。
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帰りの会などで、自分の「行動宣言」を定期的に見直し、
意識的に生活できるようにする。

お互いを認めあう関係づくりの
ために必要なことは？

「子どもの権利条約」ってなんだろう？
（きみたちの生活に関係している？）

「あたりまえ」の生活は、実はあたりまえじゃない。
私たち一人ひとりに「権利」があるんだから、みんなが
安心・安全な生活を送れる環境を考えていく必要が
ある。人ごとじゃなくて、自分たち自身のこと。

「お互いを認め合う」とはどういうことことかなのか、
動画を見て「子どもの権利条約」という視点から考える。

※ワークシート ①

※ワークシート ②

作成： 大阪市立大和川中学校 教諭 小谷拓

動画「学んでみよう！子どもの権利」

https://www.unicef.or.jp/kodomo/nani/siryo/pdf/CRCshouyaku/picture.pdf
https://vimeo.com/995222999



